
2023年度（令和5年度）の日事連の取り組み予定

• 日本建築士事務所協会連合会/BIMと情報環境WG

• 2023.3.28第10回建築ＢＩＭ推進会議

第10回建築BIM推進会議 
資　　　料　　　７



１．日事連のBIM普及・教育に対する姿勢

• 第１回BIM推進会議で提示した５策

策１：BIM活用の裾野を広げる（◎）

策２：建築士事務所の活用能力を高め、積極活用を支援（◎）

策３：BIMの社会的基盤をつくる （＊）

策４：ベンチマークとなるプロジェクトをつくる （＊）

策５：未達成の社会課題に取り組み、未来社会を先取りする

→＊は、国土交通省建築BIM推進会議にて取り組み、あるいは

連携。

→◎は、 現在のBIMの普及状況、日事連会員事務所の約８割が

30人以下の事務所である現状に即し、中小事務所に資する

普及に関する活動に注力。



２．活動予定内容

【今年度の活動内容】

• 前回会議で報告済み

【来年度活動予定】

• BIM活用アイディアコンペティションの開催

• 会誌連載記事にて、BIMの導入経緯や活用事例等の

情報を提供

• BIMポータルサイト「BIM GATE」の充実化

• 研修プログラムのさらなる整備と展開を計画



３．活動予定
BIM活用アイディアコンペティションの開催

BIM利用による設計コンペを主催し、建築士・学生に対し、
BIM活用への意欲の喚起、BIM活用能力の向上・積極活
用のきっかけとすることを目的に、2014年より開催。

2019年度より、学生だけでなく社会人にも対象を拡大し、
毎年開催している。

2021年度最優秀賞「-Link Unit-」 2022年度最優秀賞「ふいに「みる」」



３．活動予定
BIM活用アイディアコンペティションの開催

主管単位会が栃木、福岡、宮城と展開してきたことによ
り、コンペ応募者を増やし裾野を広げ、BIM活用の可能性
を拡大した。

また、運営にあたって各地の建築士事務所協会が行政
と適切に連携して要項を作成し、BIMがもたらす効果を見
える化し、BIM普及への意識づけ、あるいはBIM活用の
リーダー育成に、着実に取り組んできている。

来年度は大阪での開催を予定している。

マロニエコンペティション サイトURL

→https://www.marronnier-bim.com/



３．活動予定：会誌「日事連」での連載を継続

BIMの普及促進を目的として、最
新情報の紹介、基礎知識の提供な
ど、幅広い視点からBIMやAIをめぐ
る記事を掲載。2カ月に1度の連載
で、現在までに通算23回掲載。

これまでは各地の中小事務所を

中心に、BIMの導入経緯や活用事例、
BIMを活用した今後の事業展開など
の記事を掲載していたが、今後はさ
らに具体的なプロジェクトでの活用
事例や、建築士事務所経営転換事
例、建築界における普及の取組み
事例などを紹介してゆく予定。

https://www.njr.or.jp/aboutus/magazine/
（詳細はお問い合わせください）



３．活動予定：
BIMポータルサイト「BIM GATE」の充実化

BIMの初心者からBIMを活用した業務を展開したい設計
技術者、BIMを活用している建築士事務所を探している建
築主やインターンシップ先を探している学生など、BIMに
関わる幅広い方々を対象としたBIM情報ポータルサイトを
制作し、運用を開始。



３．活動予定：
BIMポータルサイト「BIM GATE」の充実化

研修やコンペ、連載などの蓄積も含めたデータベースと
しており、BIM普及のこれまでの道程とリンクし、これからの
展開の基盤となっている。

今後も広く活用されるよう、なお一層の充実を図っている
ので、情報提供やリンク、運営アドバイスも期待している。

BIM GATE サイトURL

→https://bimgate.jp/



３．活動予定：
研修プログラムのさらなる整備と展開を計画

これまで複数年度にわたり、研修プログラムを作成して

各単位会に提供し、主として入門的な内容で開催してき
たが、実務者や設計事務所の開設者、管理建築士などの
資質を高める意図で研修を充実させる。



ご清聴ありがとうございました


